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市
長
は
市
教
育
委
員
会

に
学
校
統
廃
合
を
要
請
し
た

が
、
昭
和
48
年
の
文
部
省
通

達
で
は
「
無
理
な
統
廃
合
は

行
わ
な
い
、
地
域
住
民
の
理

解
と
協
力
を
得
て
行
う
」
と

さ
れ
て
い
る
。

　

少
人
数
教
育
の
利
点
を
生

か
し
、
よ
り
良
い
教
育
環
境

提
供
の
た
め
に
、
特
認
校
制

度
を
活
用
し
た
、
学
校
も
地

域
も
元
気
に
さ
せ
る
施
策
の

実
施
が
必
要
で
は
な
い
か
。

 

教
育
部
長

　

小
規
模
校
に
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
ま

す
が
、
子
ど
も
の
数
が
少
な

い
こ
と
で
制
約
を
受
け
る
教

育
活
動
も
多
々
あ
り
ま
す
。

学
校
教
育
は
集
団
で
行
う
こ

と
を
基
本
と
し
て
お
り
、
友

人
と
の
交
流
の
中
で
成
長
で

き
る
環
境
が
望
ま
し
い
と
考

え
ま
す
。
時
機
を
失
す
る
こ

と
な
く
、
教
育
基
盤
づ
く
り

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

も
と
よ
り
、
学
校
統
合

は
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ

ん
と
の
共
通
理
解
の
も
と
進

め
る
こ
と
が
何
よ
り
重
要
と

考
え
て
い
ま
す
。

原
発
廃
炉
協
定
を
締
結

し
、
市
民
の
生
命
と
安
心

な
生
活
を
守
れ

 

各
電
力
会
社
と
締
結
し

た
安
全
協
定
は
、
原
発
の
存

在
を
前
提
と
し
て
お
り
、
廃

炉
予
定
の
原
発
に
も
保
守
運

営
・
増
設
・
再
稼
働
等
を
進

め
る
内
容
で
あ
る
。
し
か
し

自
治
体
の
同
意
や
事
前
の
了

解
を
必
要
と
し
て
い
な
い
。

市
は
、
廃
炉
協
定
を
結
ぶ
べ

き
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

 

政
策
部
長

　

安
全
協
定
は
、
現
に
原
子

力
発
電
所
が
存
在
し
て
い
る

と
い
う
現
状
を
踏
ま
え
た
上

で
、
市
民
の
安
全
・
安
心
を

確
保
す
る
た
め
に
行
政
が
関

与
で
き
る
手
段
と
し
て
締
結

し
た
も
の
で
す
。
再
稼
働
や

新
増
設
を
進
め
る
こ
と
を
前

提
と
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

マ
キ
ノ
町
内
の
交
通
安
全

対
策
と
道
路
改
善
を

 

西
浜
国
道
コ
ン
ビ
ニ
交

差
点
に
信
号
機
の
設
置
を
。

 

土
木
交
通
部
長

　

３
月
８
日
に
関
係
者
に
よ

る
現
地
検
討
会
を
実
施
し
、

高
島
警
察
署
か
ら
滋
賀
県
公

安
委
員
会
に
上
申
す
る
よ
う

要
望
し
て
お
り
ま
す
。

 

県
道
・
辻
交
差
点
の
道

路
改
修
を
。

 

赤
色
灯
の
設
置
、
路
面

標
示
の
新
設
、
標
識
看
板
の

設
置
、
ガ
ー
ド
ロ
ー
プ
へ
の

改
善
等
を
実
施
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
併
せ
て
信
号
機
の
設

置
を
関
係
機
関
に
強
く
要
望

し
て
お
り
ま
す
。

学
校
統
廃
合
を
急
が
ず
、
特
認
校
制
度
で

学
校
も
地
域
も
元
気
に

粟
津　

泰
藏　

議
員

　

障
が
い
の
あ
る
方
で
も
、

誰
も
が
自
分
を
必
要
と
さ
れ

て
社
会
に
出
て
働
く
事
は
、

大
き
な
生
き
る
歓
び
に
繋
が

る
と
思
う
こ
と
か
ら
、
次
の

点
を
伺
い
ま
す
。

 

養
護
学
校
卒
業
後
や
、

精
神
に
障
が
い
の
あ
る
方
が

病
院
を
退
院
し
た
後
の
支
援

や
関
わ
り
は
。

 

健
康
福
祉
部
長

　

進
路
懇
談
会
や
退
院
前
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
、
関
係
機

関
が
情
報
を
共
有
し
、
支
援

が
継
続
で
き
る
よ
う
努
め
て

い
ま
す
。

 

自
立
に
向
け
て
の
対
応

状
況
は
。

 

定
期
的
に
面
談
を
行

い
、
生
活
状
況
の
変
化
を

確
認
し
な
が
ら
、
サ
ポ
ー
ト

体
制
の
構
築
を
図
っ
て
い
ま

す
。 

Ｂ
型
（
非
雇
用
型
）
就

労
支
援
事
業
所
の
利
用
状
況

と
課
題
は
。

 

現
在
は
事
業
所
の
平
均

利
用
率
が
84
％
で
、
希
望

の
事
業
所
に
通
所
可
能
で
す

が
、
こ
の
利
用
率
は
年
々
上

昇
し
て
い
る
た
め
、
将
来
的

に
希
望
す
る
所
へ
通
所
で
き

な
く
な
る
こ
と
が
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

 

事
業
所
へ
の
通
所
時
の

安
全
確
保
は
。

 

事
業
所
と
協
議
の
上
、

よ
り
安
全
な
通
所
手
段
を
選

択
さ
れ
て
お
り
、
交
通
安
全

指
導
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

 

法
定
雇
用
率
が
引
き
上

げ
ら
れ
た
。
今
後
の
対
応
策

は
。 

障
が
い
者
の
雇
用
を
増

員
さ
れ
た
事
業
所
に
雇
用
促

進
奨
励
金
を
交
付
す
る
こ
と

で
、
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

予
想
外
の
土
砂
災
害
か

ら
、
市
民
の
生
命
と
財
産
を

守
る
観
点
か
ら
、
次
の
点
を

伺
い
ま
す
。

 

土
砂
災
害
防
止
法
と

は
。 

土
木
交
通
部
長

　

土
砂
災
害
の
恐
れ
の
あ
る

区
域
に
、
危
険
の
周
知
や
警

戒
避
難
態
勢
を
整
備
す
る
等

の
ソ
フ
ト
対
策
を
推
進
す
る

も
の
で
す
。

 

土
砂
災
害
警
戒
区
域
と

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の

違
い
は
。

 

警
戒
区
域

は
、
住
民
の
生

命
又
は
身
体
に

危
害
が
生
じ
る

恐
れ
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
区

域
で
す
。
特
別

警
戒
区
域
は
、 

建
築
物
に
損
壊

が
生
じ
、
著
し

い
危
害
が
生
じ

る
恐
れ
が
あ
る

区
域
で
す
。

 

警
戒
区
域

に
指
定
さ
れ
て

い
な
い
地
域
の
安
全
確
保

は
。 

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
全

戸
配
付
や
避
難
訓
練
等
の

実
施
と
と
も
に
、
危
険
個
所

に
つ
い
て
は
国
や
県
に
要
望

し
、
安
全
・
安
心
確
保
に
努

め
ま
す
。

 

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の

指
定
に
つ
い
て
、
国
・
県
と

の
整
合
性
は
。

 

法
律
に
基
づ
き
順
次
指

定
し
て
お
り
、
国
・
県
・
市

で
の
整
合
性
は
図
ら
れ
て
い

ま
す
。

障
が
い
者
の
就
労
支
援
に
つ
い
て

大
槻
ゆ
り
子　

議
員

　

安
曇
川
学
童
が
、
４
小
学

校
か
ら
通
う
環
境
変
化
に
運

営
課
題
が
出
て
い
る
。

 

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

添
い
、
児
童
の
健
全
育
成
に

市
の
責
任
を
明
確
に
す
る
条

例
化
も
し
く
は
運
営
基
準
を

設
置
す
べ
き
で
は
。

 

子
ど
も
局
長

　

平
成
27
年
度
か
ら
実
施
予

定
の
「
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
新
制
度
」
で
、
国
が
決
定

す
る
基
準
に
基
づ
き
、
市
が

設
備
お
よ
び
運
営
基
準
を
条

例
で
定
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。 

学
童
は
各
学
校
に
設
置

が
必
要
だ
。
青
柳
小
学
区
は

緊
急
に
望
ま
れ
る
。

 

学
童
の
開
設
に
は
、
受

入
施
設
の
立
地
や
規
模
、
指

導
員
の
確
保
等
の
条
件
が
整

う
必
要
が
あ
り
、
ま
た
、
児

童
数
が
減
少
す
る
中
、
効
果

的
な
運
営
が
求
め
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
小
学
区
ご
と
の
設

置
は
厳
し
い
状
況
で
す
。

　

な
お
、
青
柳
小
学
区
に
つ

い
て
は
、
関
係
機
関
と
調
整

を
進
め
て
い
ま
す
。

 

コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
の
現
施

設
の
大
改
修
や
、
旧
幼
稚
園

舎
を
活
用
す
る
等
、
市
の
責

任
の
下
、
緊
急
に
判
断
が
必

要
で
は
。

 

コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
の
意
向

も
ふ
ま
え
な
が
ら
、
協
議
・

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

 

夏
休
み
に
旧
幼
稚
園
舎

を
借
り
る
場
合
、
光
熱
水
費

の
負
担
は
市
で
。

 

ま
ず
は
夏
の
間
に
施
設

の
使
い
勝
手
を
確
認
し
て
い

た
だ
き
、
そ
の
後
、
市
と
し

て
で
き
る
こ
と
を
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

原
子
力
災
害
避
難
計
画
は

市
民
を
守
れ
る
か

 

地
震
複
合
災
害
で
は
、

屋
内
退
避
・
集
団
避
難
も
現

実
性
が
な
く
、
バ
ス
・
船
・

鉄
道
に
よ
る
避
難
も
不
確
実

で
、
市
民
を
守
れ
な
い
と
考

え
る
。「
原
発
ゼ
ロ
、
再
稼

働
反
対
」
の
意
思
を
。

 

政
策
部
長

　

放
射
性
物
質
放
出
事
故
の

初
期
段
階
で
は
、
ま
ず
は
屋

内
退
避
が
重
要
で
す
。
自
宅

等
の
気
密
性
を
保
つ
た
め
に

は
、
家
屋
の
耐
震
性
を
高
め

て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で

す
。

　

避
難
手

段
に
つ
い

て
は
、
自

家
用
車
に

よ
る
渋
滞

を
防
止
す

る
た
め
、

バ
ス
を
主

た
る
移
動

手
段
と
位

置
付
け
て

い
ま
す
。

引
き
続
き

移
送
手
段

の
確
保
に

取
り
組
み

ま
す
。

 

緊
急
時
、
確
実
な
ヨ
ウ

素
剤
服
用
が
で
き
る
よ
う
、

国
の
方
針
待
ち
で
な
く
市
独

自
で
。

 
安
定
ヨ
ウ
素
剤
は
副
作

用
の
可
能
性
が
あ
る
薬
物
な

の
で
、
軽
々
に
は
扱
え
ま
せ

ん
。
国
や
県
の
動
向
を
確
認

し
な
が
ら
、
医
療
部
局
と
協

議
し
て
い
き
ま
す
。

◆
防
災
無
線
の
改
善
を
確
実

に
。
11
時
半
の
お
知
ら
せ

復
活
を
。

学
童
の
運
営
基
準
を
作
り
、

市
の
責
任
を
明
確
に

福
井　

節
子　

議
員

国道161号「マキノ町西浜交差点」

高島市備蓄「安定ヨウ素剤」

高島市地震ハザードマップ




